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《 はじめに 》

令和２年度における地域年金展開事業は、新型コロナウイルス感染症拡大を防止

するため、４月から７月上旬までの間は一般の方を対象とした対面による年金セミナ

ーや制度説明会等は原則中止としました。

７月中旬以降は、関係機関から開催要請があった場合に限定し、新型コロナウイル

ス感染症防止対策を徹底したうえで、対面による年金セミナー等を再開しました。

このような状況であることを踏まえ、例年定期的に開催してきた「教員向け年金セミ

ナー」や「年金委員を対象とした研修会」は中止としました。

今後は、対面型の年金セミナー・制度説明会とあわせて、非対面でも実施可能な

オンラインでの取り組みも進めてまいります。
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（１） 地域連携事業

１ 令和２年度の取組結果

① ハローワーク郡山（郡山市ニコニコこども館）への講師派遣

就職を希望する子育て中の求職者に対し、年金制度の概要や健康保険被扶養者の認定要件など、

ご要望いただいた内容に基づき説明を行いました。

② ハローワーク白河への講師派遣

実施日 講習会名 事務所名
実施
回数

受講者
数

令和３年１月１９日 「子育て」と「働く」を応援！就職支援セミナー 郡山 １回 ２４名

実施日 講習会名 事務所名
実施
回数

受講者
数

令和３年２月８日
令和３年２月９日

令和２年度 社会保険・年金制度研修会
（１日２回実施）

白河 ４回 ４１名

ハローワーク白河で行われた職員研修へ講師を派遣し、事前に要望を受けた障害年金の要件や老齢

年金と雇用保険に関する質問などについて、２日間にわたり全職員を対象に研修を行いました。
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③ 事業所の社会保険事務担当者向け説明会の実施

（１） 地域連携事業

■令和２年度 社会保険事務講習会（10～11月開催）

社会保険の適用に関する届出や年金の諸手続きについての説明と、新型コロナウイルス感染症の影

響による厚生年金保険料等の特例改定の説明を行いました。

開催にあたり、新型コロナウイルス感染拡大防止のための対策を行い、会場によっては定員を昨年の

半数以下にして実施しました。

事務所名 東北福島 郡山 平 会津若松 相馬 白河 合計

回数 ２回（２回） ３回（３回） １回（２回） １回（１回） ２回（２回） ２回（２回） １１回（１２回）

受講者数
２３７名
３０５名

２５２名
２７０名

１３６名
１９９名

１２６名
１６５名

７１名
９４名

６３名
９５名

８８５名
１，１２８名

4

※令和２年度 算定基礎届等事務講習会（６月開催）については中止し、日本年金機構ホームページ

に算定基礎届等作成にかかる資料及び動画を掲載いたしました。広報については、福島県社会保険協

会発行の「社会保険ふくしま」や県内の適用事業所に送付している「日本年金機構からのお知らせ」等

で県内の事業所に周知を行いました。

（注）青字は令和元年度実績



（１） 地域連携事業

⑤ 関係機関・団体等への協力依頼

「ねんきんネット」利用促進や「年金相談予約制」の周知・広報について、福島県商工会議所連合会

及び福島県商工会連合会、県内の各商工会議所へ協力依頼を行い、ポスター・パンフレットを配布して

いただきました。
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④ 退職準備セミナーへの講師派遣

福島県労働福祉協議会主催の退職準備セミナーにおいて、退職を控えている方や数年後に退職を

迎えられる方々に対して、年金制度の概要や退職後の年金手続きについての説明を行いました。

新型コロナウイルス感染防止対策を徹底して行われ、参加された方より「退職するためには、心の準備

を含めて各種費用がかかることを改めて考えることができた内容でした」などのご感想をいただきました。

事務所名 東北福島 郡山 平 会津若松 相馬 白河 合計

開催日
（各土曜日）

１月２３日 １０月２４日 １２月１９日 １２月２６日 １月１６日 １０月３１日 ー

参加者数 ４０名 １５名 ４０名 ３０名 ２０名 ７名 １５２名



（１） 地域連携事業

■ 年金制度説明会の実施状況
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事務所

企業・団体等
自治会・
公的機関等

社労士会
社会保険協会・
委員会等

受給者協会 合計

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

東北福島 ３回 ２４９名 ２回 ５０名 ー ー ー ー ー ー
５回
１３回

２９９名
１，０２４名

郡山 ４回 ３０８名 ２回 ３９名 ー ー ５回 １０５名 ー ー
１１回
１７回

４５２名
１，０２０名

平 １回 １３６名 ３回 ７５名 ー ー ー ー ー ー
４回
８回

２１１名
５９４名

会津若松 ５回 ２０１名 ３回 ８０名 ー ー ー ー ー ー
８回
１３回

２８１名
５５１名

相馬 ２回 ７１名 １回 ２０名 ー ー ー ー ー ー
３回
６回

９１名
２５５名

白河 ２回 ６３名 ３回 ４８名 ー ー ー ー ー ー
５回
１９回

１１１名
４６７名

合計
１７回
２３回

１，０２８名
２，７１４名

１４回
２４回

３１２名
４６３名

ー
３回

ー
７２名

５回
１９回

１０５名
４４８名

ー
７回

ー
２１４名

３６回
７６回

１，４４５名
３，９１１名

（注１）青字は令和元年度実績。（注２）企業等には算定・社会保険事務説明会を含む。

年金制度の正しい知識や手続き、制度改正等の情報を地域において周知するため、各関係機関・団体と協力して下記のと

おり年金制度説明会を行いました。令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により７月までは年金制度説明会を実施

できなかったことから、前年度を下回る結果となりました。



（１） 地域連携事業

■ 年金制度説明会の実施状況

事務
所別 企業・団体等/社労士会/受給者協会

受講
者数 自治体・公的機関等

受講
者数 社会保険協会・委員会等

受講
者数

東北
福島

・福島医療生活協同組合 制度説明会
・社会保険事務講習会（福島市、二本松市）

１２
２３７

・伊達市保健福祉部 国民年金事務説明会
・退職準備セミナー（福島市）

１０
４０

郡山

・公益社団法人 福島県看護協会 制度説明会
・社会保険事務講習会
（郡山市、田村市、須賀川市）

５６
２５２

・退職準備セミナー（郡山市）
・ハーローワーク郡山（郡山市にこにここども館）
制度説明会

１５
２４

・福島県社会保険協会郡山支部・郡山社
会保険委員会・年金セミナー
（郡山市、田村市、須賀川市、石川町）
・郡山社会保険委員会 支部長会議

１０１

４

平

・社会保険事務講習会（いわき市） １３６ ・福島県立いわき支援学校 くぼた校 制度説明
会（保護者対象）
・退職準備セミナー（いわき市）
・いわき市立植田小学校 制度説明会（教職員
対象）

２０

４０
１５

会津
若松

・社会保険事務講習会（会津若松市）
・管内事業所 制度説明会
・管内事業所 制度説明会
・管内事業所 制度説明会
・管内事業所 制度説明会

１２６
１６
５
２５
２９

・福島県退職公務員連盟大沼支部 制度説明
会
・退職準備セミナー（会津若松市）
・管内市町村担当者事務説明会

３０

３０
２０

相馬

・社会保険事務講習会（相馬市、南相馬市） ７１ ・退職準備セミナー（南相馬市） ２０

白河

・社会保険事務講習会（白河市、棚倉町） ６３ ・退職準備セミナー（西郷村）
・ハローワーク職員向け制度説明会（４回）

７
４１
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（２） 年金セミナー事業

① 地域年金推進員の活動

日本年金機構においては、教職員ＯＢ等を「地域年金推進員」として委嘱し、学校に対し年金セミナー実施のアプローチや年

金セミナーの講師を行っていただいています。福島県では２名の地域年金推進員が活動しております。

令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、上期の活動を自粛し、１２月より県内の学校へ電話による年金

セミナー実施のアプローチを行いました。

〈主な活動内容〉

① 訪問・電話でのアプローチ活動
② 講師をする職員へのアドバイス
③ 年金セミナー実施
④ 年金セミナー資料に係る提案・助言等

② 年金セミナー用動画（ＤＶＤ）の活用

日本年金機構本部で作成した年金セミナー用動画（ＤＶＤ）を活用して、令和元年度に実施または令和２年度下期（１１月

～３月）に実施予定の学校等へ、動画による年金セミナー実施についてアプローチを行いました。

その結果、中学校６校、高等学校８校、大学・専門学校８校で実施し、下記のとおりご意見・ご感想をいただきました。
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《 ご意見・ご感想 （一例） 》

○ セミナーを受ける前は、年金と聞くとお年寄りの方が対象となるものなのかなと思っていたが、セミナーを受けた後は、年金はお年
寄りだけでなく、若い人に対しても大切なものだということが良く分かりました。また、映像がとても見やすかったです。

○ 動画のはじめが可愛いイラストであったため、身構えることなく見ることができました。とても分かりやすかったです。学生納付特例
について、もう少し詳しく知りたいと思いました。

〈動画の内容〉 収録内容：既存の動画「国民年金って本当に必要なの！講座」（桃太郎版）及び「知っておきたい年金のはなし」を

基にした動画 （再生時間：約３５分）

26

10

84

205

0 50 100 150 200 250

大学・専門学校

支援学校

高等学校

中学校

（回）

図：推進員のアプローチ回数表
学校数に占めるアプ
ローチの割合：９０％

学校数に占めるアプ
ローチの割合：７６％

（参考） 県内の学校数：公立・私立中学校（227校）、公立・私立高等学校（111校）、特別支援学校等（23校）、大学・専門学校（70校）



（２） 年金セミナー事業

③ 聴覚支援学校での年金セミナー実施

郡山市の福島県立聴覚支援学校において、手話通訳士を活用した年金セミナーを実施しました。

事前に市役所へ手話通訳士の派遣要請を行い、当日は生徒に配慮したうえで、手話のペースを確認しながら説明を行いまし

た。生徒からも「収入があった場合でも障害年金は受け取ることができるのか」などの質問をいただき、年金セミナーを通じて年

金制度に関心をもっていただける機会となりました。

④ 年金セミナーのアンケート結果 ※東北福島年金事務所管内で対面で実施し、アンケートにご協力いただいた中学生168名の回答

■ 年金に対するイメージについて

Ｑ．セミナーを受ける前と受けた後の「年金」に対するイメージはどうでしたか？

27.4%

10.7%

50.6%

30.4%

17.3%

49.4%

3.6%

7.7%

1.2%

1.8%

0.0%

0.0%

１．とても良い ２．まあ良い ３．どちらとも言えない ４．あまり良くない ５．良くない 無回答

セミナー前

セミナー後

『とても良い・まあ良い 』 の評価は、セミナー前の ４１．１％ からセミナー後は ７８．０％ になりました

■ ご意見・ご感想 （一例）

○ 公的年金制度とか年金とかにあまり関心がなかったのですが、今回の話を聞き、社会全体の支え合いが大事だと思えて良かったです。
○ 今後の自分の姿を考えたり、将来のお金の使い方を考えたりしたことがなかったので、現在の問題を含め、これからのことを考えさせられ
た時間でした。

○ 今は重要性をあまり感じていないけど、家族や将来の自分などのために今からでも少し理解をしていきたいです。 9



（２） 年金セミナー事業

⑤ 第１回「福島県年金ポスターコンクール」の取組と結果

公的年金をテーマとしたポスターの作成を通じて、生徒に年金を身近に感じていただき、制度への参加意識を醸成していくこと

を目的として、福島県内の中学生を対象とした「年金ポスターコンクール」を令和２年度より実施しました。

実施にあたっては、中学校での新型コロナウイルス感染症の影響による授業スケジュールを考慮し、応募締め切りを当初予定の

９月から１２月に延長しました。結果は、９校から３５点の応募がありました。
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コラッセふくしま（福島市）での展示の様子

ご応募いただいた学校へ作品集や記念品をお送りさせていただいたほか、上記の最優秀賞など３点については、ご応募いた

だいた学校へ訪問して賞状を授与いたしました。

また、応募作品の展示について、コラッセふくしま（福島市）や年金事務所の展示スペースでの展示を行いました。

「石川町立石川中学校」

迎 彩花 さんの作品

「いわき市立中央台北中学校」

佐藤 さくら さんの作品

「福島市立福島第一中学校」

宮島 心花 さんの作品

最優秀賞

厚生労働省

東北厚生局長賞

福島県

社会保険協会長賞



（２） 年金セミナー事業

各教育関係機関のご協力をいただき、県内の対象校４３１校（※１）のうち、３９校（４５回）２，４６７名の学生・生徒に対して年金セミ

ナーを実施しました。令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により７月上旬までは年金セミナーを実施せず、前年度より

実施校数で３３校、実施回数で５９回の減少となりました。

（※１）内訳：公立・私立中学校（227校）、公立・私立高等学校（111校）、特別支援学校等（23校）、大学・専門学校（70校）

■ 教育機関における年金セミナーの実施
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○教育機関別の年金セミナー実施状況

事務所名

大学・専門学校 特別支援学校等 高等学校 中学校 合計

実施校数
受講者
数

実施校数
受講者
数

実施校数
受講者
数

実施校数
受講者
数

実施校数
受講者
数

東北福島
２校（２回）
３校（７回）

１６３名
２９８名

ー
２校（２回）

ー
６３名

２校（２回）
１１校（１８回）

２８５名
1,339名

１校（１回）
３校（３回）

１９７名
１９０名

５校（５回）
１９校（３０回）

６４５名
1,890名

郡山
４校（５回）
７校（１０回）

３１２名
３１０名

２校（２回）
１校（１回）

１３名
１０名

２校（２回）
３校（６回）

３０９名
２７６名

５校（５回）
６校（１２回）

１９９名
４２７名

１３校（１４回）
１７校（２９回）

８３３名
1,023名

平
２校（２回）
１校（１回）

８１名
１００名

ー
ー

ー
ー

４校（５回）
６校（８回）

２８９名
５６２名

２校（４回）
２校（２回）

１３７名
１３５名

８校（１１回）
９校（１１回）

５０７名
７９７名

会津若松
－

１校（１回）
ー

３２名
ー

１校（１回）
ー

１７名
４校（４回）
８校（８回）

１３６名
６２８名

３校（５回）
４校（６回）

１２１名
１９７名

７校（９回）
１４校（１６回）

２５７名
８７４名

相馬
１校（１回）
１校（１回）

９２名
３６名

ー
ー

ー
ー

ー
５校（７回）

ー
４９９名

ー
ー

ー
ー

１校（１回）
６校（８回）

９２名
５３５名

白河
４校（４回）
３校（３回）

１１５名
８７名

ー
１校（１回）

ー
２０名

１校（１回）
１校（１回）

１８名
５１名

ー
２校（５回）

ー
１３９名

５校（５回）
７校（１０回）

１３３名
２９７名

合計
１３校（１４回）
１６校（２３回）

７６３名
８６３名

２校（２回）
５校（５回）

１３名
１１０名

１３校（１４回）
３４校（４８回）

1,037名
3,355名

１１校（１５回）
１７校（２８回）

６５４名
1,088名

３９校（４５回）
７２校（１０４回）

2,467名
5,416名

（注１）青字は令和元年度実績 （注２）元年度の東北福島の高等学校１校については、相馬と共同で実施。（実施校数のみ東北福島へ計上）
（注３）動画（ＤＶＤ）での年金セミナーの実施回数は１回で計上



（２） 年金セミナー事業

■ 年金セミナーの実施状況 （大学・専門学校）

実施月 大学 学年
受講
者数

事務所名 専門学校 学年
受講
者数

事務所名

８月

・福島県農業総合センター農業短期大学校 １ ５８ 白河

１２月

・福島看護専門学校（ＤＶＤ）
・福島県立テクノアカデミー浜（ＤＶＤ）
・白河准看護学院

1～3
１、２
２

１２８
９２
１４

東北福島
相馬
白河

１月

・いわきコンピュータ・カレッジ（ＤＶＤ）
・磐城学芸専門学校（ＤＶＤ）
・しらかわ介護福祉専門学校（ＤＶＤ）

１、２
２、３
２

６７
１４
１０

平
平
白河

２月

・ケイセンビジネス公務員カレッジ
・郡山ヘアメイクカレッジ
・太田看護専門学校（２回）

１、２
１
２

９１
５９
７６

郡山
郡山
郡山

３月

・大原看護専門学校
・公立岩瀬病院附属高等看護学院
・白河厚生総合病院附属高等看護学院

１
1～3
２

３５
８６
３３

東北福島
郡山
白河
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（注）（ＤＶＤ）は動画での年金セミナー実施



（２） 年金セミナー事業

■ 年金セミナーの実施状況 （高等学校・支援学校・中学校）

実施月 高等学校・支援学校 学年
受講
者数

事務所名 中学校 学年
受講
者数

事務所名

８月 ・福島県立会津学鳳中学校 ３ ８２ 会津若松

９月 ・福島市立福島第一中学校 ３ １９７ 東北福島

１１月 ・福島県立四倉高等学校
・福島県立西会津高等学校

３
３

５０
１２

平
会津若松

１２月 ・福島県立船引高等学校（ＤＶＤ）
・いわき秀英高等学校（ＤＶＤ）
・福島県立勿来高等学校

1～3
３
３

２９９
４７
１０

郡山
平
平

・須賀川市立小塩江中学校
・いわき市立勿来第一中学校

３
３

１０
１０１

郡山
平

１月 ・福島県立福島南高等学校（ＤＶＤ）
・福島県立平工業高等学校（ＤＶＤ）
・福島県立川口高等学校（ＤＶＤ）
・福島県立聴覚支援学校

３
３
３
３

７１
１８２
２５
６

東北福島
平

会津若松
郡山

・須賀川市立仁井田中学校（ＤＶＤ）
・天栄村立湯本中学校

３
３

４１
２

郡山
郡山

２月 ・福島県立福島明成高等学校（ＤＶＤ）
・福島県立大沼高等学校（ＤＶＤ）
・福島県立耶麻農業高等学校（ＤＶＤ）
・福島県立修明高等学校 鮫川分校
・福島県福島学園（児童自立支援施設）
・福島県立たむら支援学校（高等部）

３
２
３
３
ー
３

２１４
６４
３５
１８
１０
７

東北福島
会津若松
会津若松
白河
郡山
郡山

・須賀川市立稲田中学校（ＤＶＤ）
・いわき市立藤間中学校（ＤＶＤ）
・南会津町立荒海中学校（ＤＶＤ）
・湯川村立湯川中学校（ＤＶＤ）

３
３
３
３

２１
３６
１３
２６

郡山
平

会津若松
会津若松

３月 ・郡山市立安積中学校（ＤＶＤ） ３ １２５ 郡山

13
（注）（ＤＶＤ）は動画での年金セミナー実施



（３） 地域相談事業

■ 遠隔地における出張年金相談の開催

令和２年度の４月、５月については、新型コロナウイルス感染症の影響で出張相談を見合わせておりま

したが、６月より感染対策を徹底したうえで再開しました。

事務所 開催市町 実施場所 相談日 実施回数 相談者数

会津若松

喜多方市 喜多方市役所 毎月/第２木曜日
９回
１２回

４６名
７３名

南会津町 南会津町役場 毎月/第４木曜日
１０回
１２回

４４名
５０名

相馬 南相馬市 南相馬市役所 毎月/第２、４水曜日
１８回
２２回

５２名
８８名

（注）青字は令和元年度実績

※ハローワークでの年金制度説明会については、毎年ハローワークの協力を得て、雇用保険受給者説

明会において国民年金の加入や保険料の納付・免除の手続きについてのご案内を行ってきたところで

す。しかしながら、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、対面による実施が困難である

ことから、実施を見合わせることとなりました。
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（４） 年金委員活動支援事業

■年金委員委嘱者数

事務所名

平成２９年度末 平成３０年度末 令和元年度末 （Ａ） 令和２年度末 （Ｂ） 増減 （Ｂ）-（Ａ）

職域
型

地域
型

合計
職域
型

地域
型

合計
職域
型

地域
型

合計
職域
型

地域
型

合計
職域
型

地域
型

合計

東北福島 560 25 585 560 20 580 559 20 579 558 23 581 ▲1 3 2

郡山 531 13 544 523 13 536 516 12 528 512 12 524 ▲4 ー ▲4

平 415 21 436 415 19 434 415 17 432 403 20 423 ▲12 3 ▲9

会津若松 373 20 393 376 17 393 373 10 383 368 13 381 ▲5 3 ▲2

相馬 169 8 177 171 3 174 172 3 175 151 3 154 ▲21 ー ▲21

白河 242 20 262 234 16 250 236 27 263 235 23 258 ▲1 ▲4 ▲5

県内計 2,290 107 2,397 2,279 88 2,367 2,271 89 2,360 2,227 94 2,321 ▲44 5 ▲39

日本年金機構では、年金委員として、政府が管掌する厚生年金保険および国民年金に関する適用・給付・保険料などにつ

いて、会社や地域において啓発、相談、助言などの活動を行う民間協力員を委嘱しています。

年金委員は活動により、職域型と地域型の２つに区分され、職域型は主に事業所内での活動、地域型は自治会などの地域

において活動していただいています。

令和２年度の県内の職域型年金委員数は2,227名、地域型年金委員数は94名となり、前年度より職域型で44名減少、地

域型で５名の増加となりました。
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① 地域型・職域型年金委員へ新型コロナウイルス感染症の影響による保険料
の納付猶予・免除等の案内送付
（日本年金機構本部） 令和２年６月

② 地域型年金委員向け広報紙「支えあい」の送付
（福島県各年金事務所） 令和２年６月・１０月・２月発行

③ 「ねんきん月間」に係るポスター・リーフレットの送付
（福島県各年金事務所） 令和２年１１月

④ 令和２年度 年金委員、健康保険委員、事業主表彰伝達式の実施
（福島県代表年金事務所主体） 令和２年１１月１２日

⑤ 令和２年度「全国年金委員研修（ＴＶ会議）」の実施
（日本年金機構本部） 令和２年１１月２７日

⑥ 「アニュアルレポート２０１９」の送付
（福島県代表年金事務所・各年金事務所） 令和２年１２月

⑦ 「年金手続における押印省略の取扱い」に係るチラシの送付
（福島県各年金事務所） 令和２年２月

（４） 年金委員活動支援事業

○年金委員活動にかかる具体的な取り組み

年金委員・健康保険委員功労者表彰式の様子

毎年１１月の「ねんきん月間」にあわせて、公的年金事
業や健康保険事業の推進に顕著な功績のあった年金委
員、健康保険委員及び事業主の方々へ表彰伝達を行っ
ています。
令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止対策を
徹底したうえで、研修会は実施せず、参加人数を限定し
て実施いたしました。

〇 厚生労働大臣表彰 ２名
〇 日本年金機構 理事長表彰 ５名
〇 日本年金機構 理事表彰 １４名
〇 日本年金機構 年金事務所長感謝状 １９名

年金委員への活動支援として、毎年研修会や連絡会を開催しておりますが、令和２年度は新型コロナウイ

ルス感染症の影響から、一部研修会を除いて対面による研修会・連絡会を中止しました。
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２ 「ねんきん月間」 「年金の日」の取組

日本年金機構では、１１月を「ねんきん月間」として、また１１月３０日（いいみらい）を「年金の日」として

公的年金制度の周知・啓発活動を行っております。

事務所名 取組内容

福島県内 令和２年度 年金委員・健康保険委員・事業主表彰伝達式の実施

各年金事務所 令和２年度 「社会保険事務講習会」の実施

会津若松・相馬 出張年金相談の実施

各年金事務所 管内の学校で年金セミナーを実施

会津若松 福島県退職公務員連盟大沼支部で年金制度説明会の実施

会津若松 管内の事業所で年金制度説明会の実施

17



３ マスコミでの取り上げ状況 （一部掲載）

年金セミナーの開催及び「わたしと年金」エッセイ募集等について、県政記者クラブへプレスリリースを

行った結果、各紙面へ掲載をいただきました。

掲載年月日 メディア名 事業内容

令和２年６月１６日（火） 福島民報新聞

「わたしと年金」エッセイ募集

令和２年６月１６日（火） 福島民友新聞

令和２年１１月７日（土） 福島民報新聞

令和２年度 年金委員・健康保険委員・事業主表彰伝達式（受賞者発表）

令和２年１１月１２日（木） 福島民友新聞

令和２年１１月３０日（月） 福島民報新聞

年金の日特集 「11月30日は年金の日」です。

令和２年１１月３０日（月） 福島民友新聞

令和３年３月１９日（金） 福島民報新聞

第１回 福島県年金ポスターコンクール審査結果発表

令和３年３月２９日（月） 福島民友新聞

（注）掲載いただいた一部の内容について紹介しております。
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４ 福島県地域年金事業運営調整会議

地域住民の公的年金制度に対する理解をより深め、制度の加入や保険料納付の向上に繋がる地域支援

ネットワークの構築及び地域に根ざした年金事業の積極的な推進を図ることを目的として、７月と１月に地域

年金事業運営調整会議を開催しています。

７月の会議では、資料に基づき福島県における令和元年度の地域年金展開事業の取組結果及び令和２

年度事業計画について説明を予定しておりましたが、令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観

点から、書面での開催として各委員の皆様へ資料を送付しました。また、１月についても、新型コロナウイル

ス感染症が未だ収束していない状況を踏まえ中止としました。
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事業種類 総括・課題

地域連携事業

〇年金制度説明会の実施

令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、関係機関、団体と連携した対面での説明会の

開催が難しい状況がありました。年金受給説明会やハローワークの雇用保険受給者説明会などの実施

が困難な状況においては、年金加入者・受給者ともに幅広い世代に対して対面に代わる公的年金制度

の周知・広報の方法を模索する必要があります。

こうした状況の中で、新型コロナウイルス感染症の影響にかかる保険料の特例措置の周知など、今後

もいち早く地域住民の方や事業所へ情報提供するツールとして、市町村の広報誌、ラジオ局を通じた周

知活動など、新たな協力・連携による制度説明会を実施してまいります。

年金セミナー
事業

〇動画（ＤＶＤ）を活用した年金セミナー実施

年金セミナーの実施については、コロナ禍の影響もあり、実施校、実施回数ともに減少となっております。

対面での年金セミナーの代替として、動画を収録をしたＤＶＤを学校に配布し、例年、年金セミナーを

実施いただいている学校を中心にご活用いただきました。

令和２年度は、ＤＶＤの配布時期が１１月後半以降となり、社会保障の授業に間に合わなかった学校

もありました。

令和３年度は、早期に配布を行い、対面によるセミナー、またはＤＶＤを活用したセミナーを検討いただ

くよう、アプローチを行ってまいります。

〇支援学校での年金セミナー実施

支援学校での年金セミナーは、父兄や教職員を対象にしたものが中心でしたが、障がいをもつ生徒ご

自身が制度ついて、社会に出る前に学びたい、学ばせたいというご要望もいただいています。

通常より大きな文字を使用した資料を用意したり、手話通訳士の方にご協力をいただくなど、様々な工

夫をしながら障害年金制度について理解を深めていただく機会を提供していきます。

５ 各事業における総括と課題
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５ 各事業における総括と課題

事業種類 総括・課題

年金セミナー事業

〇年金ポスターコンクールの開催

年金ポスターコンクールでは、中学生が「年金」から連想した幸せそうな老夫婦の絵や、「支えあいの

精神」から連想した絵などご応募いただきました。

ポスターの作成を通して年金制度が自分や家族、社会に欠かせない制度であることを理解いただくこ

とを目的としております。

令和３年度で２回目の開催となりますので、県内中学校へのアプローチや応募いただいた作品を活用

し、コンクールの認知度を高めてまいります。

年金委員活動
支援事業

〇年金委員への情報提供

年金委員の皆様におかれましては、新型コロナウイルス感染症の影響で活動に制限があるなかで、保

険料の特例措置やねんきん月間にかかるチラシ・リーフレットを職場、地域で回覧していただくなど、周知

活動を行っていただきました。

しかしながら、対面による研修会や連絡会が中止となり、知識や意見の共有の場がない状況で、年金

事務所と委員との結び付きをどのように継続していくかが課題となっています。

今後はオンライン研修会の実施を検討するとともに、委員への活動支援を積極的に行ってまいります。

〇年金委員の委嘱拡大

年金委員数については、年々減少する傾向にあります。そのため、継続的な取り組みとして文書勧奨

や電話等でのアプローチを行うとともに、年金委員制度へご理解をいただき、関係団体へ協力依頼を行

うなど委嘱拡大に向けて取り組んでまいります。
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